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研究成果の概要（和文）：東アジアのコリアン・ネットワークについて、既存の研究では明らかとなっていなかった、
ないし否定されてきた３点が明らかとなった。越域性、多重性、主体性の３点である。
この研究成果の主たる報告書、および現地還元活動として、『韓民族海外同胞の現住所―当事者と日本の研究者の声』
（學研文化社、2012）を、韓国語にて出版した。

研究成果の概要（英文）：This project proved three points which previous research had not argued or even ha
d denied: trans-border networking, multiplex networking and subjective networking of Koreans in East Asia.
 
The main report has been published in South Korea as a book: Toshio Asakura & Shimpei Ota (eds.), Contempo
rary Aspects of Oversea Koreans: Voices of the Natives and Japanese Scholars, Seoul: Hagyeonmunhwasa, 2012
. [in Korean]
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１．研究開始当初の背景 
 21 世紀を迎え、民族の混交は幾多の問題を

はらみながら、ますます進行している。なか

でも、朝鮮半島から拡散したコリアンは、ホ

スト社会に適応しつつも、コリアンどうしで

協同している。また、ホスト社会に包摂され

ながら、融合されず、時に排除される。この

点で独特の存在である。 

 世界には700万人以上の海外コリアンが暮

らしている。海外コリアンたちの主な移住先

は、米国(36％)、中国(35％)、日本(11％)、

旧ソ連諸国(9％)、カナダ(3％)である(2003

年基準)。 

 世界に拡散したコリアンは、現地に適応し

つつもコリアンどうしで排他的に協同して

いる。他方でホスト社会も、コリアンを受け

入れながら異化している。そうした「適応―

協同」「包摂―排除」の軋轢が顕在化したの

が 1992 年のロス暴動であり、これを機に、

特に北米のコリアンを対象とした政治経済

学、地域研究、社会学、カルチュラルスタデ

ィーズの研究が盛んになった。 

 他方で、これら学問分野の研究では明らか

になりにくいのが、当事者の側から見た海外

コリアンやホスト社会の実情である。この問

題と取り組む文化人類学においては、東アジ

アの海外コリアンが研究事例として多く取

りあげられ、海外コリアンの濃厚なネットワ

ークの背景が、生活文化の問題として明らか

にされてきた。 

 これらは、応募者が代表を務めた国立民族

学博物館の共同研究「韓国社会――グローバ

ル化の諸局面」(平成 15～17 年度)や、科学

研究費補助金研究「グローバル化時代におけ

る海外コリアンのホスト社会への適応と戦

略」(基盤研究(Ｂ)、課題番号:1540139)(平

成 15～18 年度)によっても、より幅広い事例

について、より深く検証できた。 

だが、先行プロジェクトでは結論に対して再

検討の余地も発見できた。特に、これらの３

点を相互に結び付けるような包括的で高次

のネットワーク原理を明らかにするまでに

は至っていない。 

近年の人類学におけるネットワーク研究で

は、社会のネットワークはすべて相似的

(fractal)関係にあるという理論がインパク

トを与えている。多様なネットワークどうし

の間に帰納的原理を探求する作業が見直さ

れてきている。だが、それらは他者との接触

がない「閉じられた社会」の研究に人類学を

後戻りさせている、ないし社会の実情に反し

ていると批判されてもおり、ボーダーレス社

会の研究への節合が急がれる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、第一に東アジアのコリアン・ネ

ットワークに根差した生活文化を明らかに

する。その結果、第二にコリアン・ネットワ

ークを形作る「適応―協同」の原理と、コリ

アン・ネットワークを取り巻く「包摂―排除」

の原理を解明する。 

これらにより、ボーダーレス化する東アジ

アで、民族の適応と協同、包摂と排除の動き

がどう働いているかに迫り、民族の混交とい

う社会のリスクを透明化する一助としたい。 
 
３．研究の方法 
 コリアン・ネットワークは世界各地に見ら

れるが、本研究では調査と分析の対象を東ア

ジアの海外コリアンにしぼり、そのネットワ

ークの原理を、インタビュー法と参与観察法

により、集中的に抽出した。また、コリアン・

ネットワークの形成初期における、「適応―

協同」や「包摂―排除」の進行過程を検証し、

同時に華僑・華人との関係も検証するための

比較事例として、タイ、ベトナム、シンガポ

ールの調査研究を補足的に取り入れた。 

 各地域の調査研究は分担して行ったが、国

内で重ねる研究会で結果を照らしあわせ、東

アジアのコリアン・ネットワークの全体像を

抽出した。 
 



４．研究成果 

 (1) ネットワークの越域性 

 既存の研究で強調されてきた、コリアンど

うしの協同や、コリアン以外の人びとの排除

というコリアン・ネットワークのモデル化に

は、大きな問題があることが明らかとなった。

東アジアの各地域では、コリアンがコリアン

どうし協同しているだけではなく、現地の人

びとや韓国在住の人びととも越域的なネッ

トワークを形成していることがわかった。た

だし、そうしたネットワークの政治経済的な

側面においては、コリアン・ネットワークを

優遇する原則があるということもしめせた。 

 (2) ネットワークの多重性 

 本研究でとりあげた東アジアのいずれの

地域においても、コリアン・ネットワークが

複数の次元にわかれて存在していることが

わかった。移住した時期によるネットワーク

の分離は特に明確であり、1980 年代後半から

90 年代前半を境として、その前後に移住した

人びとのあいだでは、たとえ同じ地域に住む

コリアンどうしでも、ネットワークが希薄で

あることがしめせた。また、それぞれのネッ

トワークのあいだを媒介するキー・パーソン

の存在により、そうした分立が可能になって

いることも分析できた。 

 (3) ネットワークの主体性 

 本研究であつかったコリアン・ネットワー

クを事例として、ネットワーク理論が見過ご

してきた事項を示唆することも出来た。コリ

アンは、ネットワークを形成し維持し利用す

る主体としてネットワークと関わっている

だけではなく、ネットワークを客観的に分析

し記述し知らしめる主体でもある。この背景

には、ホスト社会で育った当事者のなかに知

識人層が生まれていることや、韓国で知識人

層に含まれる人びとが積極的に海外へ移住

し、ホスト社会のネットワークに関わってい

ることがあるとわかった。 
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